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広報�
7.1

市の�人�口�●�128，�617人�
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【座間市のお知らせ】� 691

●�みんなの健康（3面）�
●�ごみ50％削減にご協力を（4・5面）

●�

●�平成14年度下半期の財政状況（2面）�

ざまインフォメーション（6・7面）●�
市職員を募集（8面）�

　

図
書
館
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

な
ど
か
ら
図
書
館
の
蔵
書
検
索
や
本
の
貸
出
予
約
が
で
き
る
ほ
か
、
館
内
に
設
置
し
た
六
台
の
端

末
で
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
楽
し
め
ま
す
。
一
層
便
利
に
な
っ
た
図
書
館
の

二
つ
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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「
仕
事
が
忙
し
く
て
、
ゆ
っ

く
り
図
書
館
に
行
く
時
間
が
な

く
て
…
」
「
本
の
予
約
が
も
っ

と
簡
単
に
な
ら
な
い
か
し
ら
…
」

「
予
約
し
た
本
を
近
所
で
受
け

取
れ
た
ら
便
利
な
の
に
…
」
と

い
っ
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望

に
こ
た
え
、
二
十
四
時
間
い
つ

で
も
皆
さ
ん
の
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
な
ど
か
ら
、
蔵
書
検
索
や
貸

出
予
約
が
簡
単
に
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
し
、
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
だ
け

で
、
お
探
し
の
本
を
図
書
館
の

蔵
書
の
中
か
ら
簡
単
に
見
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
画
面

上
で
最
大
二
十
冊
ま
で
貸
出
予

約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

（
左
図
参
照
）
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
予
約
し
た
本
は
、
受
け

取
り
場
所
（
図
書
館
、
市
公
民

館
図
書
室
、
北
・
東
地
区
文
化

セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
い
ず
れ
か
）

の
指
定
が
で
き
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
最
も
身
近
な
場
所
を
お

選
び
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
図
書
館
内
に
あ

る
蔵
書
検
索
端
末
も
一
新
し
、

六
台
設
置
し
ま
す
。
館
内
で
蔵

書
を
お
探
し
の
際
は
、
こ
ち
ら

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
で
は
、
平
成
十
四
年

度
の
本
の
貸
出
冊
数
が
過
去
最

高
の
約
八
十
五
万
冊
を
、
予
約

・
リ
ク
エ
ス
ト
の
件
数
が
約
五

万
八
千
冊
を
記
録
し
ま
し
た
。

移
動
図
書
館
車
の
巡
回
や
今
回

お
知
ら
せ
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

今
後
も
利
用
者
の
利
便
の
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ま

す
ま
す
便
利
に
な
る
図
書
館
を
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ひばりが丘南児童館＝５日・１９日午後２時３０分～３時３０分▼小松原１丁目
児童遊園地＝１７日・３１日午前１０時３０分～１１時３０分▼入谷小学校＝３日午後２
時３０分～３時４５分▼東原小学校＝４日午後２時３０分～３時４５分▼ＮＴＴ栗原
社宅＝９日・２３日午前１０時３０分～１１時３０分▼栗原小学校＝２日午後２時３０分
～３時４５分▼東原共同住宅＝１０日・２４日午前１０時３０分～１１時３０分▼相模が丘
４丁目多目的広場＝１１日・２５日午前１０時
３０分～１１時３０分▼相模野小学校＝１１日午
後２時３０分～３時４５分▼中原小学校＝９
日午後２時３０分～３時４５分
※雨天の場合は巡回を中止します。ま
た、学校への巡回は時間が変更になる場
合があります。
担当　　　　　　　　　　　　　図書館
　　　 1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

７月の移動図書館�
ひまわり号巡回日程�

①事前に図書館、市公民館図書室、北・
　東地区文化センター図書室でパスワー
　ドを登録します。
　※登録翌日から利用可能となります。

②市ホームページ(http://www.city.
　zama.kanagawa.jp/)にアクセスし、
　画面の「図書館」をクリックすると図
　書館ホームページが表示されます。

③図書館ホームページ画面の「蔵書検索 
　・予約」のボタンをクリックします。
　蔵書検索・予約ページが表示されます
　ので、ここから画面の案内に沿って操
　作していただければ、簡単に本の検索
　と予約ができます。

インターネットでの�

蔵書検索・本の貸出予約の手順�

タッチパネル式を採用した図書館蔵書検索用端末

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

簡
単
に
！

パ
ソ
コ
ン
か
ら
蔵
書
検
索
と

貸
出
予
約
が
可
能
に

お
気
軽
に
ご
利
用
を
！

館
内
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

用
パ
ソ
コ
ン
を
設
置

　

図
書
館
内
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
閲
覧
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
六
台

設
置
し
ま
す
。
こ
れ
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
特
徴
で
あ
る
、
膨

大
で
即
時
性
の
あ
る
情
報
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

皆
さ
ん
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、

初
め
て
の
方
で
も
気
軽
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
設
置
す
る
も

の
で
す
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
窓
口
の
係

員
に
申
し
出
て
い
た
だ
き
、
申

し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

館内に設置されたインターネット用のパソコン

図書館の利用が�
一層便利に�

7月5日（土）から新しいサービスを開始�

さ
ら
な
る
利
便
の
向
上
を

図
書
館
の
利
用
が
過
去

最
高
に

市市 民民 大大 学学 合合 同同 開開 講講 式式

織姫が奏でるヴァイオリンの響き ..
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一
般
会
計
は
、
地
方
公
共
団

体
の
行
政
運
営
の
た
め
の
基
本

的
な
経
費
を
計
上
し
た
会
計
で

す
。
そ
の
予
算
額
は
、
平
成
十

四
年
九
月
末
現
在
の
三
百
六
億

一
千
七
百
七
十
二
万
五
千
円
に

五
回
の
補
正
額
十
四
億
二
千
二

百
十
一
万
円
を
加
え
、
総
額
三

百
二
十
億
三
千
九
百
八
十
三
万

五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】
三
月
末
ま
で
に
三
百

二
億
三
千
六
十
六
万
五
千
六
百

五
十
二
円
が
収
入
済
み
で
、
収

入
率
は
九
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

で
す
。
収
入
済
額
の
多
い
も
の

か
ら
順
に
、
市
税
、
地
方
交
付

税
、
国
庫
支
出
金
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
歳
出
】
三
月
末
ま
で
に
二
百

九
十
二
億
一
千
六
万
二
千
二
百

九
十
九
円
を
支
出
し
、
執
行
率

民 生 費 �

総 務 費 �

公 債 費 �

衛 生 費 �

教 育 費 �

土 木 費 �

消 防 費 �

そ の 他 �
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

億円�

予算額�
支出済額（執行率）�

80億8,180万8千円�
75億5,812万2千円（93.5％）�

　58億7,271万7千円�
　48億7,145万4千円（83.0％）�

　43億8,527万7千円�
　43億8,213万2千円（99.9％）�

　38億1,302万4千円�
　35億3,196万3千円（92.6％）�

　36億412万9千円�
　33億1,240万7千円（91.9％）�

　35億388万1千円�
　31億6,073万円（90.2％）�

　16億9,329万円�
　16億1,361万4千円（95.3％）�

　10億8,570万9千円�
　7億7,964万円（71.8％）�

�
��

市 　 税 �

地方交付税�

国庫支出金�

市 　 債 �

繰 入 金 �

繰 越 金 �

県 支 出 金 �

そ の 他 �
0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

億円�

予算額�
収入済額（収入率）�

165億3,567万3千円�
165億9,265万8千円（100.3％）�

　26億2,922万7千円�
　26億2,922万7千円（100％）�
　23億9,200万5千円�
　17億9,512万7千円（75.0％）�
　20億9,469万6千円�
　15億2,139万6千円（72.6％）�

　17億4,163万2千円�
　16億7,407万8千円（96.1％）�

　16億1,047万3千円�
　16億1,047万3千円（100％）�

　11億4,902万5千円�
　6億9,501万2千円（60.5％）�

　38億8,710万4千円�
　37億1,269万5千円（95.5％）�

�

��

�

歳出の状況�

歳入の状況� �

一 般 会 計

市民税や固定資産税などの市に納められた税金市 税
国税として納められた後、地方公共団体の財政需要により配分される税金地方交付税
国から交付される補助金や負担金など国庫支出金
公共施設の整備をするときなどに借りる市の借金市 債
積み立てられた資金などから引き出したお金繰 入 金
前年度から繰り越したお金繰 越 金
県から交付される補助金や負担金など県支出金
国や県から交付される交付金や使用料・手数料などそ の 他

高齢者や障害者への生活支援、保育所の運営など福祉のための経費民 生 費
住民登録、選挙、交通安全対策、環境対策などのための経費総 務 費
市の借金の元金と利子を支払うための経費公 債 費
ごみ処理や市民の健康の維持・増進などのための経費衛 生 費
小・中学校での教育、生涯学習などのための経費教 育 費
道路、河川、公園などの整備のための経費土 木 費
消防、救急活動、防災など市民の安全を守るための経費消 防 費
市議会の運営、農業や商・工業の振興などの経費そ の 他

【用語解説】
歳　入

歳　出

市の負債

増減率 (%)増減額１４年３月末現在１５年３月末現在区　分

△３．４△１０億８，８６５万円３２０億９，５０６万円３１０億６４１万円市債（一般会計）

△２３．０△３億８，４７４万円１６億７，２４１万円１２億８，７６７万円開発公社の借入金

△２億６，９５９万円２億６，９５９万円０円県企業庁からの借入金

△５．１△１７億４，２９８万円３４０億３，７０６万円３２２億９，４０８万円合 計

※市債には、減税補てん債５１億３９５万円、臨時税収補てん債５億８，９７９万円および臨時財
　政対策債１５億３，９７０万円が含まれています。

（平成１５年３月３１日現在）特別会計の歳入・歳出の状況
執行率
　 ％

支出済額
千円

収入率
　 ％

収入済額
千円

予 算 額
千円

区　　　　　分

８９．７７，８２２，０３９９５．５８，３２７，９３１８，７２１，４３７国民健康保険事業特別会計
８７．４５，４１６，７３０９０．１５，５８４，０８２６，２００，７６５老 人 保 健 特 別 会 計
８５．３３，５６９，８６４７２．５３，０３６，７５８４，１８６，２２９公共下水道事業特別会計
８５．８２，５３０，１１０９３．８２，７６５，９７４２，９４８，４０２介護保険事業特別会計

（平成１５年３月３１日現在）企業会計の収入・支出の状況
執行率
　 ％

支 出 額
千円

収入率
　 ％

収 入 額
千円

予 算 額
千円

区　　　　　分

１０１．８２，０６５，９７１２，０２９，７１４収益的収入

水道事業会計
９６．８１，８８４，４４７１，９４６，３９４収益的支出

９６．４５４，０７１５６，０９３資本的収入
９４．５１，０３８，４１５１，０９９，１５６資本的支出

市 の 財 産 と 負 債 特別会計および企業会計

　

市
で
は
、
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
十

四
年
度
下
半
期
（
平
成
十
四
年
十
月
一
日
〜
平
成
十
五
年
三
月
三

十
一
日
）
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

財
政
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２
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４
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一

般

会

計

は
九
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

支
出
済
額
の
多
い
も
の
か
ら
順

に
、
民
生
費
、
総
務
費
、
公
債

費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業

を
実
施
す
る
た
め
に
、
特
定
の

収
入
と
支
出
を
一
般
会
計
と
区

分
し
て
経
理
す
る
会
計
で
す
。

本
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
、
老
人
保
健
、
公
共
下
水
道

事
業
、
介
護
保
険
事
業
の
四
つ

の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

企
業
会
計
は
、
一
般
的
に
は

株
式
会
社
な
ど
の
民
間
企
業
に

お
け
る
会
計
の
総
称
で
す
が
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
上
で
は

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受

け
る
公
営
企
業
の
会
計
を
指
し

ま
す
。
本
市
で
は
、
水
道
事
業

が
企
業
会
計
に
当
た
り
ま
す
。

特

別

会

計

お

よ

び

企

業

会

計　

　
　

�

�
平成14年度�

下半期の財政状況�

歳出予算の推移　　　　　　　　　　（単位：千円）
３月末予算額補正額９月末予算額款
３０４，３０６△３，３５２３０７，６５８議 会 費

５，８７２，７１７１，２９４，８２１４，５７７，８９６総 務 費
８，０８１，８０８△７７，１９０８，１５８，９９８民 生 費
３，８１３，０２４２５，０３７３，７８７，９８７衛 生 費
１６０，５３４△８，６５２１６９，１８６労 働 費
１５０，８３７５，９２６１４４，９１１農 林 水 産 業 費
１６５，１４３△１１，０４６１７６，１８９商 工 費

３，５０３，８８１７，８４７３，４９６，０３４土 木 費
１，６９３，２９０△４７，９７２１，７４１，２６２消 防 費
３，６０４，１２９△２２８，６６２３，８３２，７９１教 育 費
４，３８５，２７７２１３，６０３４，１７１，６７４公 債 費
１６，２１６△１０，５８９２６，８０５諸 支 出 金
２８８，６７３２６２，３３９２６，３３４予 備 費

３２，０３９，８３５１，４２２，１１０３０，６１７，７２５合 計

歳入予算の推移　　　　　　　　　　（単位：千円）
３月末予算額補正額９月末予算額款
１６，５３５，６７３０１６，５３５，６７３市 税
２６９，４７２９，４７２２６０，０００地 方 譲 与 税
１６１，８７０△６０，１３０２２２，０００利 子 割 交 付 金
８２７，０８３△５４，９１７８８２，０００地方消費税交付金
２８７，３１８△６８２２８８，０００自動車取得税交付金
１９７，４３８４，４３８１９３，０００国 有 提 供 施 設 等 所 在

市 町 村 助 成 交 付 金 等

７０６,０８８０７０６，０８８地方特例交付金
２，６２９，２２７１８，１９７２，６１１，０３０地 方 交 付 税
２２，４７００２２，４７０交通安全対策特別交付金
３７６，０２６△１，９７９３７８，００５分担金及び負担金
３７５，７６３２２３７５，７４１使用料及び手数料

２，３９２，００５９，２３９２，３８２，７６６国 庫 支 出 金
１,１４９,０２５１３，９４２１，１３５，０８３県 支 出 金
１０８，７９８１００，５１３８，２８５財 産 収 入
７，８１２３，１２７４，６８５寄 附 金

１，７４１，６３２２８０，５８２１，４６１，０５０繰 入 金
１，６１０，４７３９５８，４７３６５２，０００繰 越 金
５４６，９６６５３，４１３４９３，５５３諸 収 入

２，０９４，６９６８８，４００２，００６，２９６市 債
３２，０３９，８３５１，４２２，１１０３０，６１７，７２５合 計

市の財産

増減率 (%)増減額１４年３月末現在１５年３月末現在区　分

０．３２，７２１㎡８２１，０４８㎡８２３，７６９㎡土 地

△１．０△２，５７１㎡２５４，９２３㎡２５２，３５２㎡建 物

△８．０△２億５，０９３万円３１億２，２５５万円２８億７，１６２万円基 金

４．６１，０８７万円２億３，８５８万円２億４，９４５万円有価証券など

（平成１５年３月３１日現在）

（平成１５年３月３１日現在）
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担当　市民健康課 　 保健係� 046（252）7225 　 予防・医療係� 046（252）7213 　 リハビリ係　  046(252)7317 046（252）7043保� 予� リ�

街頭献血 予

がん検診 保
▽とき＝①７月１７日（木）②２９日（火）③８月１日（金）
▽ところ＝①北地区文化センター②市民健康センター
③東地区文化センター▽申込方法＝電話予約（大腸が
んは検診日の７日前まで）

保成人・老人健康相談

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と
相談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝７月３日（木）午前１０時～１１時３０分▽ところ
＝市民健康センター▽内容＝新しいお友達をつくりた
い保護者のための教室。赤ちゃんと楽しく遊ぶ▽対象
＝生後３カ月～４カ月児とその保護者▽定員＝先着３０
人▽持ち物＝母子健康手帳、バスタオル▽申込方法＝
電話予約

▽とき＝７月４日（金）午前１０
時～正午、午後１時～３時３０
分▽ところ＝相武台前駅前ロ 
ータリー▽主催＝座間ライオ
ンズクラブ

▽とき＝７月２３日（水）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝歯科健診、予防処置
および育児相談など（予防処置は希望者のみで有料）
▽対象＝平成１３年６月生まれ▽持ち物＝母子健康手帳、
歯ブラシ▽申込方法＝直接会場へ（事前通知はありま
せんのでご注意ください）

保なかよしベビークラス

保２歳児歯科健康診査

※は、②７月２９日（火）市民健康センターの場合のみ
保育児相談

▽とき＝７月１８日（金）午前９時３０分～１０時３０分受け
付け▽ところ＝東地区文化センター▽内容＝身体測定
と食事 ･ 発育状態 ･ しつけの相談▽持ち物＝母子健康
手帳▽申込方法＝直接会場へ

〇応募資格　２０歳以上で心身共に健康な市内在住者
　（車での送迎が可能な方歓迎）
〇業務内容　生後３カ月から小学３年生（障害のある
　子どもは小学６年生）までの子どもの送迎、保育、
　一時預かりなど
　※研修受講後の活動となります。
〇業務時間　午前６時３０分～
　午後９時で協力可能な時間
〇報　酬　３０分５５０円
〇応募方法　電話で担当へ
担当　ファミリーサポート事
　　　務局（市社会福祉協議
　　　会内）
　　　　　　1０４６（２６６）２００３
　　　　　　5０４６（２６６）２０１７

料金受付時間対　象検診

９００円男性：午前９時～９時１５分
女性：午前９時１５分～１１時
※午前９時～１１時

４０歳以上
胃

５００円大腸

６００円午前９時～１１時３０歳以上の
女性

子宮

３００円午前９時３０分～１１時
※午後１時～２時乳

と　き
対　象

ＢＣＧツベルクリン

７月３日（木）７月１日（火）３月１６日～末日生まれ

７月４日（金）７月２日（水）１月、３月生まれ

▽受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）▽
ところ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～４歳
未満（なるべく１歳までに）
※ツベルクリン反応検査の結果、陰性の場合はＢＣＧ
を接種し、陽性の場合は再検査します。

予ツベルクリン反応検査とＢＣＧ

▽とき＝７月２４日（木）午前１０時～１１時３０分▽ところ＝
市民健康センター▽内容＝離乳食の作り方・すすめ方、
子どもの発達や予防接種について▽対象＝５カ月～６
カ月児とその保護者▽定員＝先着３０人▽持ち物＝母子
健康手帳、離乳食用スプーン▽申込方法＝電話予約

保赤ちゃん教室

▽とき＝７月１５日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成１５年３月生まれ

保４カ月児健康診査

　市では、指定相談医を定め、無料で健康診査を実施
しています。対象者には個人通知をしますので、あら
かじめ医療機関へ電話連絡の上、母子健康手帳をお持
ちになり受診してください。

保８～１０カ月児健康診査

◆内科▽ところ＝指定医療機関▽対象＝平成１３年１２月
生まれ◆歯科▽とき＝７月９日、１６日いずれも水曜日
午前９時３０分～１０時３０分▽ところ＝市民健康センター
▽対象＝平成１３年１１月生まれ

保１歳６カ月児健康診査

▽とき＝７月８日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成１２年１月生まれ▽持ち物
＝母子健康手帳

保３歳６カ月児健康診査
▽とき＝７月１１日（金）午前９時３０分～１１時、午後１
時～２時３０分受け付け▽ところ＝市民健康センター▽
対象＝１５歳以上▽申込方法＝直接会場へ

予結核検診

ところ受付時間とき

東地区文化センター午前９時３０分
～１０時３０分

７月２３日（水）

市民健康センター７月２８日（月）

診療場所　　　　　受付時間　診療科目
1０４６（２５５）９９３３

休日急患センター
（市民健康センター１階）

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分
小児科

1０４６（２５２）９０９０内　科
1０４６（２５２）８２１７午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分歯　科
1０４２（７５６）９０００相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野）午前９時～１１時３０分、午後１時３０分～４時３０分耳鼻咽喉科

消防テレホンサービス1０４６(２５１)０１１９にお問い合せください。午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）外科・婦人科・眼科

救急診療

診療場所受付時間診療科目

1０４６（２５５）９９３３休日急患センター
（市民健康センター１階）

月曜～金曜日　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時４５分

小児科

1０４６（２５２）９０９０内　科

消防テレホンサービス1０４６(２５１)０１１９にお問い合せください。午後６時～１０時（診療時間）外　科

診療場所受付時間診療科目

小児救急情報センター1０４６(２５５)９９３３にお問い合せください。
午後１０時～翌朝午前７時（重病の場合は午
前８時）

小児科

消防テレホンサービス1０４６(２５１)０１１９にお問い合せください。午後１０時～翌朝午前８時内科・外科

◆休日昼間

◆夜　間

◆深　夜

※聴覚障害者専用問い合わせ先 5０４６(２５１)５２６３

予

　「ふれあいサロン　ハグハグ」は、総合福祉セン
ター（サニープレイス座間）を拠点に活動する子育
て応援のボランティアグループです。同グループは、
民生委員をしている方や、保育士を引退した方など
が中心となり、平成１３年７月に発足しました。
　会員の皆さんは、子育ての先輩としてその経験を
生かし、子どもたちと遊んだり、お母さんたちの悩
み事や育児相談にアドバイスをしたりするなど、会
員一同で子育てを応援しています。
　主な活動は毎月第１月曜日と第３木曜日の午前１０
時～正午に、総合福祉センター３階プレイルームで、
おしゃべりサロンなどを開いています。そこでは毎

回子どもたちの笑い声があふれ、終始和やかな雰囲
気です。ここで開かれるサロンへの参加は、事前に
申し込みをしたり、会員になったりする必要はあり
ません。従って会費や会則などもないので、だれで
も自由に参加することができるのが特徴です。
　「日ごろの育児に疲れや悩みを持っている人。ま
たそうでない人も、このサロンで思い切り楽しんで
もらいたい」と話す代表の庄村さん。このサロンを
始めたのも、民生委員として活動していたころ、幼
児サークルなどに入っていない子育てに悩むお母さ
んたちからの相談に、地域でだれでも気軽に語り合
えるような憩いの場をつくろうと考えたのがきっか
けとのこと。
　庄村さんは最後に、「子育てって楽しい！と思っ
てもらえるように、これからもお父さん・お母さん

※市社会福祉協議会ボランティアセンターに登録されて
いるボランティアグループを紹介しています。

ふれあいサロン　ハグハグ
代表　庄村邦子さん・会員６人

頑張っています！�

ボランティアボランティアボランティア

 　島 　優斗
たかしま

    ちゃん

ゆ う と

Ｈ１４．１２．１３生まれ　男
東原３丁目

 大海 　舞記
お お み

    ちゃん

ま き

Ｈ１４．８．９生まれ　女
座間１丁目

 大矢 　寛太
お お や

    ちゃん

か ん た

Ｈ１４．１２．１７生まれ　男
南栗原２丁目

 守屋 　慎太郎
も り や

     ちゃん

しんたろう

Ｈ１４．９．２５生まれ　男
相武台３丁目

　座間市に住民登録のある昭和５４年４月２日から
昭和６２年１０月１日生まれの方のうち、中学生時に
風しんまたはＭＭＲの予防接種を受けていない方
は、市と契約している指定医療機関において、９
月３０日（火）まで無料で風しんの予防接種が受けら
れます。健康保険証をお持ちになって、該当する
医療機関をお訪ねください。
　詳しくは、担当へお問い合わせください。
担当　　　　　　　　　　　　　　　市民健康課

　　　　1０４６（２５２）７２１３ 5０４６（２５２）７０４３

第１１回

の応援をしていき
たいですね。心か
ら子育てを楽しん
でもらいたいです」
と笑顔で話してく
れました。
　問い合わせは、
1０４６（２５２）１４３３（庄
村）へ。

風風ししんん予予防防接接種種をを受受けけてていいなないい皆皆ささんんへへ フファァミミリリーーササポポーートト事事業業協協力力会会員員募募集集

赤�
ち�ん�や�

赤�
ち�ん�や�

赤�
ち�ん�や�

こんにちは�
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ごみ・資源物排出量の動き （単位：トン）

　

市
内
で
出
さ
れ
た
ご
み
は
、
海
老
名
市
本
郷
に
あ
る
「
高
座
清
掃
施
設
組
合
」
（
以
下
組
合
）
に
運
ん
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

組
合
は
、
本
市
、
海
老
名
市
、
綾
瀬
市
の
三
市（
以
下
三
市
）で
構
成
す
る
特
別
地
方
公
共
団
体（
一
部
事
務
組
合
）で
す
。

　

三
市
で
は
、
組
合
の
焼
却
施
設
の
更
新
に
伴
う
多
く
の
財
政
負
担
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
に
よ
る
環
境
問
題
、
焼
却
灰
の

最
終
処
分
問
題
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
、
平
成
二
十
三
年
ま
で
に
ご
み
焼
却
処
理
量
を
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
本
市
で
も
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
組
合
の
業
務
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
本
市
の
ご
み
と
資
源
物
の
排
出
量
が
、
近
年
ど
う
推
移
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
源
対
策
課
1
０
４
６（
２
５
２
）７
６
５
９
5
０
４
６（
２
５
２
）７
６
１
６

　

組
合
は
昭
和
三
十
八
年
に
、

当
時
の
高
座
郡
の
三
町
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
市
の
家
庭
や
事
業
所
か
ら

出
た
ご
み
（
一
般
廃
棄
物
）
を

焼
却
し
た
後
、
灰
を
県
外
の
最

終
処
分
場
に
運
び
埋
め
立
て
処

分
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
し
尿

や
浄
化
槽
汚
泥
を
処
理
し
て
、

公
共
下
水
道
に
放
流
す
る
事
業

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１４年度１３年度１２年度１１年度１０年度

２５，８３９２５，５９０２７，８９４２７，５７３２７，６２０燃 え る ご み

８７２８０８８１８８０９８８６燃えないごみ

６１３６６０９４５７６９７９８粗 大 ご み

４，０９７４，９５８５，０４０４，９４９４，７６２事 業 系 ご み

３１，４２１３２，０１６３４，６９７３４，１００３４，０６６合 計

８，１６５８，２６７６，７４２６，８５０６，９９４資源物

　

組
合
の
施
設
に
は
、
一
日
に

ご
み
を
百
五
十
ト
ン
燃
や
す
こ

と
の
で
き
る
焼
却
炉
と
二
百
ト

ン
燃
や
す
こ
と
の
で
き
る
焼
却

炉
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
五
時

間
で
五
十
ト
ン
の
粗
大
ご
み
や

不
燃
物
を
処
理
で
き
る
施
設
、

さ
ら
に
一
日
に
二
百
三
十
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル
の
し
尿
や
浄
化
槽
汚

泥
を
処
理
で
き
る
施
設
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
焼
却
炉
か
ら
出
る

余
熱
を
利
用
し
て
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
本
郷
荘
」
や
屋
内

温
水
プ
ー
ル
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
余
熱
利
用
の
発
電

は
、
組
合
施
設
で
使
用
す
る
電

力
の
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
賄

っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
で
は
、
平
成
十
三
年
度

実
績
で
、
ご
み
八
万
八
千
九
百

三
十
七
ト
ン
、
し
尿
・
浄
化
槽

汚
泥
二
万
八
千
八
百
七
十
二
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
を
処
理
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
処
理
に
は
、
二
十
三

億
六
千
二
百
万
円
が
掛
か
っ
て

い
ま
す
。
処
理
費
用
の
大
部
分

は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
で
あ

る
三
市
か
ら
の
負
担
金
で
、
ま

た
、
一
部
を
一
般
廃
棄
物
処
理

許
可
業
者
か
ら
の
ご
み
処
理
手

数
料
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

高座清掃施設組合案内図 �

ご
存
じ
で
す
か
！

ご
存
じ
で
す
か
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�

ご
存
じ
で
す
か
！

ご
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じ
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す
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ご
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す
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組
合
で
焼
却
処
理
す
る
ご
み

の
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
家
庭

系
の
ご
み
が
や
や
減
少
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
事
業
系
の
ご
み

は
か
な
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
系
の
ご
み
を
調
べ
る
と
、

そ
の
中
に
は
三
市
が
資
源
と
し

て
回
収
し
て
い
る
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

廃
ト
レ
ー
な
ど
の
資
源
が
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

ど
の
よ
う
に
資
源
化
、
減
量
化

し
て
い
く
の
か
が
、
三
市
の
共

通
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
焼
却
し
て
残
っ
た
元

の
量
の
十
分
の
一
ほ
ど
の
灰
は
、

す
べ
て
県
外
の
最
終
処
分
場
に

運
ば
れ
ま
す
。
埋
め
立
て
ら
れ

た
り
、
高
温
で
溶
か
し
て
か
ら

固
め
路
盤
材
と
し
て
利
用
さ
れ

た
り
し
て
、
最
終
的
に
ご
み
の

処
分
が
完
了
し
ま
す
。

　

組
合
に
は
最
終
処
分
場
が
な

く
、
県
外
の
民
間
処
分
施
設
に

頼
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
最
終

処
分
場
の
容
量
は
、
年
々
減
少

し
て
い
る
反
面
、
周
辺
住
民
の

理
解
を
得
に
く
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
新
た
に
処
分
場
を
造
る
こ

と
は
大
変
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

組
合
の
施
設
は
、
主
役
の
焼

却
炉
を
は
じ
め
古
い
も
の
が
多

く
、
三
市
の
ご
み
や
し
尿
を
支

障
な
く
処
理
し
続
け
て
い
く
た

め
に
は
、
順
次
施
設
を
更
新
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
莫
大
な
費
用
が

掛
か
る
の
で
す
。

　

ご
み
を
燃
や
す
と
、
発
が
ん

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
が
発
生
し
ま
す
。
焼

却
灰
の
中
に
も
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
は
法
律
で
基
準

値
が
定
め
ら
れ
、
組
合
の
焼
却

炉
も
こ
の
基
準
に
適
合
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
施
設
の
管
理
運
営

に
当
た
っ
て
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
な
ど
の
有
害
物
質
や
悪
臭
、

騒
音
の
発
生
な
ど
に
備
え
、
環

境
汚
染
を
回
避
す
る
た
め
の
真

剣
な
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
組
合
で
は
、
地
球
環
境
へ

の
負
担
を
軽
減
し
、
周
辺
環
境

を
汚
染
し
な
い
安
全
な
施
設
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
は
環
境
汚
染
回
避
策
の

一
つ
と
し
て
、
国
際
標
準
化
機

構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
の
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を
、
平

成
十
六
年
度
中
に
取
得
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
、
現
在
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

平
成
十
一
年
に
組
合
の
議
会

か
ら
出
さ
れ
た
「
ご
み
五
〇
パ

ー
セ
ン
ト
削
減
へ
の
提
言
」が
、

現
在
、
三
市
の
清
掃
行
政
最
大

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
三
市
で
は
、
ご
み
減
量
に
向

け
た
新
し
い
施
策
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
ご
み
だ
と
考
え
て

い
る
物
の
中
に
は
、
資
源
と
な

る
物
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
こ

れ
ら
の
資
源
と
な
る
物
の
分
別

が
、
ご
み
の
減
量
化
に
大
き
く

影
響
し
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
ご
み
減
量
の
原
動
力

で
あ
り
、
ご
み
処
理
経
費
の
削

減
、
ひ
い
て
は
環
境
へ
の
影
響

の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご

み
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
を
実

現
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
が
す
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４
Ｒ
と
は
、リ
デ
ュ
ー
ス（
ご

み
の
発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
）、

リ
フ
ュ
ー
ズ
（
ご
み
の
発
生
を

抑
制
す
る
こ
と
の
一
つ
。
例
え

ば
買
い
物
の
際
に
自
分
で
用
意

し
た
袋
を
使
用
し
て
、
レ
ジ
袋

を
も
ら
わ
な
い
こ
と
）
、
リ
ユ

ー
ス
（
再
利
用
の
こ
と
。
例
え

ば
牛
乳
瓶
や
ビ
ー
ル
瓶
の
よ
う

に
何
度
も
繰
り
返
し
て
使
用
す

る
こ
と
）
、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再

生
使
用
の
こ
と
。
例
え
ば
資
源

と
し
て
回
収
し
た
紙
類
が
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
に
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
）
の
四
つ
の
頭

文
字
か
ら
な
る
言
葉
で
す
。
ご

み
減
量
の
合
言
葉
で
あ
り
、
基

本
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。
皆

さ
ん
も
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

４
Ｒ
を
心
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

き
っ
と
ご
み
の
量
は
減
り
、
資

源
と
し
て
回
収
さ
れ
る
物
の
量

が
増
え
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

組
合
は
、
三
市
市
民
の
共
有

の
施
設
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
組

合
施
設
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
団
体

で
の
施
設
見
学
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先　

高
座
清
掃
施
設
組
合
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２
４
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４
１
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名
市
本
郷
１
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1
０
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２

３
８
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０
９
４

て
、
製
造
者
に
よ
る
リ
サ
イ
ク

ル
が
義
務
付
け
ら
れ
た
た
め
、

前
年
度
に
比
べ
て
三
〇
パ
ー
セ

ン
ト
の
減
量
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
も
引
き
続
き
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
系
ご
み
に
つ
い
て
は

（
市
で
は
直
接
収
集
し
て
い
ま

せ
ん
）、平
成
十
年
度
か
ら
十
三

年
度
ま
で
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で

し
た
。
し
か
し
、
平
成
十
四
年

度
に
は
八
百
六
十
一
ト
ン
、
一

七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
量
が

で
き
ま
し
た
。

　

全
体
と
し
て
は
「
ご
み
」
が

減
り
、
「
資
源
物
」
が
増
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
「
ご
み
五
〇

パ
ー
セ
ン
ト
削
減
」
の
た
め
に

は
、
よ
り
一
層
の
減
量
化
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
平
成
十
三
年
度
に
お

け
る
燃
え
る
ご
み
の
組
成
は
、

下
円
グ
ラ
フ
に
示
す
と
お
り
で

す
。

　

燃
え
る
ご
み
の
中
で
、
一
番

多
い
組
成
と
な
っ
て
い
る
の
は

生
ご
み
で
、
全
体
の
四
〇
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
「
ご
み
の
五
〇
パ
ー

セ
ン
ト
削
減
」
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、
生
ご
み
を
減
量
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

生
ご
み
の
減
量
に
は
、
生
ご

み
処
理
機
の
利
用
が
効
果
的
で

す
。
電
動
タ
イ
プ
、
コ
ン
ポ
ス

ト
タ
イ
プ
な
ど
機
種
の
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
八
〇

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
減
量
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
従
来
か
ら

市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
者
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
度
か

ら
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
使

用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
補
助

率
と
上
限
額
を
引
き
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
家
庭
用
生
ご
み
処

理
機
の
設
置
が
困
難
な
マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
の
集
合
住
宅
を
対
象

に
、
大
型
電
動
生
ご
み
処
理
機

の
設
置
費
用
を
補
助
す
る
制
度

も
始
め
ま
し
た
（
下
囲
み
記
事

参
照
）
。

　

本
市
の
過
去
五
年
間
に
お
け

る
排
出
量
の
実
績
は
、
下
表
に

示
す
と
お
り
で
す
。

　

燃
え
る
ご
み
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
年
度
か
ら
十
二
年
度
ま

で
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で
し
た
。

平
成
十
三
年
度
は
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
収
集

を
開
始
し
た
た
め
、
十
二
年
度

に
比
べ
て
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、

二
千
三
百
四
ト
ン
を
減
量
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、

平
成
十
四
年
度
で
は
二
百
四
十

九
ト
ン
で
す
が
、
若
干
増
加
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
三
年
度
か
ら
「
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
」
が
施
行
さ
れ
、
テ

レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
エ

ア
コ
ン
の
家
電
四
品
目
に
つ
い

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
の
施
設
「
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」
を
東
原
二
丁

目
に
建
設
し
ま
す
。
平
成
十
五

年
度
中
に
完
成
し
、
十
六
年
四

月
に
開
館
す
る
予
定
で
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、

粗
大
ご
み
と
し
て
家
庭
か
ら
出

さ
れ
た
物
を
再
生
す
る
こ
と
や
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
で
、
皆
さ
ん
に
リ

サ
イ
ク
ル
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

リサイクルプラザ案内図
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かなり含まれて�
います。�

可燃ごみの組成（燃えるごみの中身）

処理場にごみを投入する座間市の収集車

　４月１日から「電動式生ごみ処理機」の補助率と上限額が上がりました。
「生ごみ処理容器」は従来どおりです。
【電動式生ごみ処理機】
○補助金額　購入価格の３分の２（１００円未満切り捨て、上限４万円）
○補助制限　１世帯につき１台
【生ごみ処理容器】
○補助金額　１台当たり４千円を超える場合１台につき３千円、１台当たり
　４千円以下の場合購入金額の２分の１（１００円未満切り捨て）
○補助制限　１世帯につき２台
※いずれも、購入後の申し込みは補助の対象となりませんのでご注意くださ
い。事前に担当への申し込みが必要です。
担当　　　　　　　　　　　　資源対策課1０４６（２５２）７６５９ 5０４６（２５２）７６１６

　生ごみ処理機は生ごみの減量に大変有効です。市ではこれまで
に、小学校や市営住宅などに同様の大型電動生ごみ処理機を設置
してきました。生ごみの減量に効果があるだけでなく、利用者か
らは「いつでも生ごみを投入することができてとても便利です。
台所も清潔になりました」と大変喜ばれています。
○補助対象　市内の自治会やマンション管理組合など
○補助内容　ごみ処理機の設置費用（工事費を含む。原則として
　１団体１基）
※電気代などの維持管理費は補助を受けた団体で負担していただ
きます。
担当　　　　　　　資源対策課1０４６（２５２）７６５９ 5０４６（２５２）７６１６
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市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。
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相談はいずれも無料です

　市では、交通事故によるトラブル
解決のため、７月１１日から交通事故
相談を開始します。秘密は厳守され
ますので、安心してご利用ください。
　詳しくは、下記「７月の相談日」
をご覧ください。
担当　　　　　　　　　市民生活課

1０４６（２５２）８１５８ 5０４６（２５５）３５５０

○と　き　８月４日～３１日の期間で
　都合の良い３日間（土曜・日曜日
　および８月１２日～１５日を除く）
○ところ　もくせい園
○内　容　知的障害者の作業の補助
　や散歩の付き添いなど
○対　象　高校生以上
○定　員　１日３人まで
○参加費　１日３８０円（給食代）
○申込方法　７月２５日までに直接・
　電話で担当へ
担当　　　　　　　　　もくせい園

1０４６（２５３）０８０４ 5０４６（２５４）７７１７

　子どもの火遊びによる火災は、大
人がいないときや人目につきにくい
場所で発生することが多く、発見が
遅れ被害が大きくなることがありま
す。また、花火は「おもちゃ」とは
いえ火薬が主な原料です。次の点に
注意するとともに、日ごろから子ど
もたちに火の恐ろしさを理解させて
おきましょう。
●火遊びによる火災の防止
①マッチやライターなどは、子ども
　の手の届く所に置かない。
②子どもだけを残して外出しない。
③子どもだけを車に残して駐車しな
　い。
④子どもが火遊びをしているのを見
　掛けたら注意してやめさせる。
⑤子どもだけでは火を使わせない。
●花火による火災の防止
①花火を人や家に向けたり燃えやす
　い物のある場所で遊んだりしない。
②風が強いときの花火遊びはしない。
③バケツに水を用意して大人と一緒
　に遊ぶ。
④遊んだ後は必ず後片付けをする。
担当　　　　　　　消防本部予防課

1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

○と　き　７月９日午前９時３０分～
○ところ　市役所５階教育委員会室
○議　題　７月２日市役所正面玄関
　前掲示板に告示予定
○傍聴の申込方法　７月８日までに
　直接担当へ（傍聴席に余裕がある
　場合は当日も受け付け）
※議題によっては非公開となります。
担当　　　　　　教育委員会総務課

1０４６（２５２）８３４７ 5０４６（２５２）４３１１

第１８回座間市民ふるさとまつり
「ヤング広場」出演者募集

交通事故相談を開始

　市民ふるさとまつり実行委員会で
は、市内でダンス、バンド演奏活動
をしているエネルギッシュな団体を
募集し、青少年の触れ合いの場とし
て「ヤング広場」を開催します。ま
た、出演チームは「ヤング広場実行
委員」として、この広場の企画から
運営まで携わっていただきます。
○と　き　１１月９日（日）午前１０時
　～午後２時
○ところ　県立座間谷戸山公園広場
○募集内容　①ダンス＝ストリート
　ダンス、ヒップホップダンス②バ
　ンド演奏＝ロックバンド
○募集組数　①５～６組②５組
○応募資格　市内で活動している中
　学・高校・大学生および２２歳以下
　の社会人
○応募方法　出演チームのプロフィ

　環境問題を仲間と一緒に考えよう
と「ざまっこ環境パトロール隊隊員」
を募集します。
○と　き　８月２７日午前９時３０分～
　午後４時３０分
○ところ　市役所および環境配慮物
　品を製造する事業所（施設見学）
○対　象　小学５年～中学３年生
○定　員　２５人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具、弁当、水筒
○申込方法　直接・電話で担当へ
担当　　　　　　　　　　　管財課

1０４６（２５２）７８０１ 5０４６（２５５）３５５０

ざまっこ環境パトロール隊隊員募集

市消防団消防操法大会を開催

　詳しくは、担当にお問い合わせく
ださい。なお、同協議会のホームペ
ージhttp://www5c.biglobe.ne.jp
/̃za-hima/ でも、詳細をお知らせ
しています。
担当　　　　　　　　　　　産業課

1０４６（２５２）７６０１ 5０４６（２５２）７６１６

夏季ボランティア体験講座

火災を防ぎましょう

教育委員会７月定例会

　消防団は、日常訓練のほか火災予
防の啓発・広報活動を積極的に展開
し、地域防災のため重要な役割を果
たしています。
　日ごろの成果を発揮する場として、
市内の消防団五つの分団１６部による
「第９回市消防団消防操法大会」が
開催されます。地元消防団員の活躍
にご声援をお願いします。

　市ひまわり推進協議会では、今年
も７月下旬から９月中旬まで見ごろ
が続くヒマワリの、写真コンクール
作品を募集します。
○応募規定　今年のひまわり広場で
　撮影した作品に限る。４つ切（ワ
　イド可）のカラー単品写真でプリ
　ント仕上げ。一人２点以内
○表　彰　厳正な審査の上、入賞者
　を表彰
○応募方法　１０月１日（水）～１７日
　（金）に作品を担当へ提出

第３回市の花「ひまわり」
写真コンクール作品募集

○と　き　７月２８日午後２時～４時
　１０分
○ところ　市役所５階第１会議室
○内　容　昭和前期の座間小学校の

教育教養研修講座
「座間の教育史」

　ール（メンバー、活動歴、代表者
　の氏名・連絡先）を明記の上、７
　月１８日までに直接担当へ持参
担当　市民ふるさとまつり実行委員
　　　会事務局（市民生活課内）

1０４６（２５２）８２３７ 5０４６（２５５）３５５０

使　用　料（１泊）区分 その他座間市民・清川村民
２，５２０円１，６８０円４人用
３，１５０円２，１００円５ 〃 
３，７８０円２，５２０円６ 〃 
４，４１０円２，９４０円７ 〃 

担当　青少年課1０４６（２５３）８４１５ 5０４６（２５９）２１６３

※上記の金額には、消費税が含まれています。
○＝まだ余裕があります　△＝早めにお申し込みください　×＝満室です　■＝受付終了

７
月

８
月

市立�

清川自然の村�
〈バンガロー利用状況〉�

6月23日現在�

バンガロー使用料金表

と　こ　ろと　　　き区　分

３階相談室
法律相談と行政書士相
談は、いずれも定員に
なり次第、締め切りま
す。

毎月第２・第４火曜日午後６時３０分～９時
と第２・第３水曜日午後１時３０分～４時
３０分（予約制（電話可）。１日午前８時
３０分から今月分を受け付け）

８・
９・
１６・
２２日

法　　　　律

毎月第２火曜日　午前９時～正午８日法　　　　務
（人権・戸籍・登記）

毎月第３木曜日　午前９時～正午１７日行　　　　政
毎週月曜～金曜日（第２水曜日は除く）
午前９時３０分～正午と午後１時～３時３０分消 費 生 活

毎月第２・第３木曜日　午後１時３０分～４時
３０分（予約制（電話可）。１日午前８時３０
分から今月分を受け付け）

１０・
１７日

行 政 書 士
（相続・遺言）

毎月第２金曜日　午後１時３０分～４時３０分１１日
交通事故相談

担当　市民生活課1０４６（２５２）８１５８・８２１８
４階第３会議室毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時１７日

駐留軍離職者
担当　産業課1０４６（２５２）７６０４

４階第１会議室毎月第３木曜日　午前９時～午後３時１７日高年齢者職業
総合福祉センター２階毎週土曜・日曜日　午前９時～正午

福祉サービス
担当　高齢対策課1０４６（２５２）７１２７

1０４６（２５５）０５００
（電話相談）

毎週火曜・木曜日
午前９時～１１時３０分と午後１時～３時３０分

子育て相談
ホットライン

１階児童課内
今月は第３金曜日　午前１０時～午後３時
（予約制（電話可）。予約は１１日までに）

１８日婦　 人

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後３時
母 子 生 活

担当　児童課1０４６（２５２）７２０１

青少年センター１階
青少年相談室毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時

青 少 年
担当　青少年相談室 1０４６（２５６）０９０７

青少年センター２階
教育研究所毎週月曜～金曜日　午前１０時～午後４時

教　 育
担当　教育研究所 1０４６（２５９）２１６４

総合福祉センター
毎月第１～第４土曜日
午前９時～午後３時

５・
１２・
１９・
２６日

結　 婚

担当　市社会福祉協議会 1０４６（２６６）１２９４

７月の相談日

※申し込みは１週間前までに。
※車でのご来場の際は、市駐車場をご利用ください。

土金木水火月日
２１
××
９８７６５４３
×△△○△△○
１６１５１４１３１２１１１０
△△×△△△×
２３２２２１２０１９１８１７
×○○○△△○
３０２９２８２７２６２５２４
△○○○○○○

３１
○

土金木水火月日
５４３２１

１２１１１０９８７６
×○×○×
１９１８１７１６１５１４１３
×△△××○○
２６２５２４２３２２２１２０
×△△△×△×

３１３０２９２８２７
△×△△△

　平成１４年の地方税法の改正により、
平成１５年度からの国民健康保険税の
算定方法（所得割額）が、次のとお
り変わりました。
①給与所得特別控除（２万円）が廃
　止されました。
②公的年金等特別控除（１７万円）が
　廃止されました。
③青色専従者給与および事業専従者
　控除を必要経費に算入することに
　なりました。
④長期譲渡所得等特別控除を適用す
　ることになりました。
⑤介護分の課税限度額が７万円から
　８万円に引き上げられました。
担当　　　　　　　　　国保年金課

1０４６（２５２）７００３ 5０４６（２５２）７０４３

国民健康保険税の算定方法が
変わりました

○と　き　７月２０日午前８時３０分～
　正午（荒天の場合は７月２７日）
○ところ　入谷小学校校庭
担当　　　　　　　消防本部総務課

1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

広報ざま【座間市のお知らせ】No.６９１　　平成１５年（２００３年）７月１日●６ 

　生涯学習フェスティバルは、市内
のさまざまな生涯学習活動を紹介し、
各団体の相互の交流を通して、市民
の皆さんが生涯学習に参加していた
だく“きっかけ”となっています。
　平成１６年３月に開催されるこの催
しに、社会教育委員や公民館運営審
議会委員、公民館などの利用団体の
代表の皆さんと一緒に、運営に当たっ
ていただける方を募集します。
○募集人数　若干名
○申込方法　７月１８日までに、直接
　・電話・ファクスで担当へ
担当　　　　　　　　　生涯学習課

1０４６（２５２）８４７２ 5０４６（２５２）４３１１

「生涯学習フェスティバル」
実行委員募集

みんなの広場�

○県立栗原高校
　コミュニティスクール
▽とき＝８月４日～８日午前９時３０
分～１１時３０分（全５回）▽ところ＝
栗原高校パソコン教室▽内容＝パソ
コンによる文書作成、画像処理、イ
ンターネット入門▽定員＝２０人（多
数抽選）▽参加費＝３０００円（教材費
ほか）▽申込方法＝往復はがきに住
所、氏名、年齢、電話番号を記入の

○と　き　８月３日午前９時～受け
　付け（雨天決行）
○ところ　立野台プール
○種　目

市総体水泳競技

競技種目参加者区分

２５㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・
バタフライ、１００㍍リレー

小学１・２年生

５０㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・
バタフライ、２００㍍リレー・
メドレーリレー※メドレーリ
レーは５・６年生のみ

小学３・４年生

小学５・６年生

１００㍍自由形・平泳ぎ・背泳
ぎ・バタフライ、２００㍍個人
メドレー、４００㍍リレー・メ
ドレーリレー

中学・高校生

５０㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・バタ
フライ、２００㍍個人メドレー、２００
㍍リレー・メドレーリレー※個人
メドレーは一般男女のみ

一般男女

一般男子
（３０歳以上）

５０㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・
バタフライ

４０歳以上の男子
３０歳以上の女子

○参加資格　市内在住・在勤・在学者
○参加費　小・中学生３００円、高校
　生・一般５００円（いずれも保険料を
　含む）
○申込方法　７月２２日までに電話で
　1０４６（２９３）７３５１（福寿谷）へ
担当　　　　　　　　　スポーツ課

1０４６（２５２）８１７７ 5０４６（２５２）４３１１

○と　き　８月３日午前８時３０分～
　受け付け（小雨決行）
○ところ　大和市陸上競技場
○種目制限　リレーを除き一人２種
　目以内
○参加資格　市内在住・在勤・在学者
　および市陸上競技協会登録者（小
　学生は４年生以上で保護者同伴）
○参加費　陸協登録者８００円、同未登
　録者１０００円、高校生５００円、中学生
　３００円、小学生無料
○申込方法　７月１８日までに電話で
　1０４６（２５４）３０６４（佐藤）へ
担当　　　　　　　　　スポーツ課

1０４６（２５２）８１７７ 5０４６（２５２）４３１１

市総体陸上競技

◆七夕のつどい
○と　き　７月５日午後２時～４時
○内　容　折り紙で七夕の飾り付け、
　紙しばい、パネルシアターほか
○対　象　幼児（保護者同伴）、児童
○入　場　自由
○参加方法　当日直接同センターへ

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１ 5０４２（７４７）８５４２

不用品バンク�
担当　　　市民生活課�

1046(252)8158
5046(255)3550

市公民館
1０４６（２５５）３１３１ 5０４６（２５２）２７７６

◆郷土の牛乳を使ったチーズ作り
○と　き　７月１９日午前９時～正午
○内　容　フレッシュチーズを作る
○講　師　八華会の皆さん
○対　象　小学生以上の子どもとそ
　の保護者
○定　員　２４人（先着順）
○参加費　３００円（材料代）
○申込方法　７月１２日までに直接・
　電話・ファクスで同館へ

ボランティア体験サマースクール

○と　き　８月２０日～２２日、２５日、
　２７日午前９時～午後４時（全５回）
○ところ　海老名市立総合福祉会館
　（同市上郷４７１－１）
○内　容　パソコンの実務や応用技
　術を身に着ける中級程度の講習会
○対　象　パソコンの基礎的な操作
　ができ、再就職を目指す６０歳～６５
　歳の市内在住者
○定　員　２０人（多数抽選）
○参加費　４５００円（テキスト代）
○申込方法　往復はがきに講習会名、
　郵便番号、住所、氏名、年齢、電
　話番号、受講の動機を明記の上、
　７月２５日（必着）までに〒２３１－００２６
　横浜市中区寿町１－４（社）神奈川
　県シルバー人材センター連合会あ
　て郵送
担当　　　市シルバー人材センター

1０４６（２５４）５３６１ 5０４６（２５１）９２８０

高齢者再就職支援パソコン講習会

▽固定資産税・都市計画税（第２期）
▽国民健康保険税（第２期）
※最寄りの指定金融機関、郵便局、
市役所または各出張所で納めてくだ
さい。使用料などもお忘れなく。

７月に納めるのは

◆サマーアイランド２００３
　迷路企画・運営スタッフ募集
　サマーアイランドで開催する「お
化け迷路」の企画・運営を一緒にし
ていただける方を募集します。
○会　議　７月２６日午後１時３０分～
　３時３０分
○申込方法　７月２５日までに直接・
　電話・ファクスで同センターへ
◆夏休み卓球大会
○と　き　７月２３日午後１時～４時

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９

○内　容　ラケットの握り方から打
　ち方、ゲームまで
○対　象　小学生～成人
○定　員　３０人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　ラケット（お持ちの方）
○申込方法　７月２２日までに直接・
　電話・ファクスで同センターへ
◆親子ふれあい木工教室
○と　き　８月３日午前９時～正午
○内　容　木材で好きな物を作る
○対　象　小・中学生とその保護者
○定　員　２０組（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　かなづち、のこぎり（使
　いやすい物がある方）
○申込方法　８月２日までに直接・
　電話・ファクスで同センターへ

青少年センター
1０４６（２５３）８４１１ 5０４６（２５９）２１６３

◆ＫＩＤＳアウトドア王国
　～ボランティアのお兄さん、お姉
　さんと野外生活を楽しもう～
○と　き　７月２０日午前８時～２１日
　午後４時（予定）
○ところ　市立清川自然の村
○内　容　川遊びや野外炊事、キャ
　ンプファイヤーを体験する
○対　象　小学生
○定　員　３０人（先着順）
○参加費　２０００円（食材・保険代ほ
　か）
○持ち物　弁当、水筒、雨具、着替
　え、軍手、水着、水遊び用靴、米
　１合、おやつ、小銭、洗面用具、
　ビニール袋、保険証の写しなど
○申込方法　７月５日午前１０時から
　参加費を添えて直接同センターへ
　（一人で４人まで申し込み可）
◆夏休み親子乗馬教室
　～親子で乗馬にチャレンジ！～
○と　き　８月７日、８日午後３時
　～６時（全２回）
○ところ　座間近代乗馬クラブ
○内　容　馬の扱い方や騎乗しての
　常歩・軽速歩、馬の手入れなど
○対　象　小・中学生とその保護者
　（子どもだけの参加可）
○定　員　１２組程度（先着順）
○参加費　２９００円（保険代含む）
○持ち物　タオル、飲み物、軍手、動
　きやすい服装、長ズボン、長靴、馬
　のえさ（ニンジン・ダイコンなど）
○申込方法　７月８日午前１０時から
　直接・電話で同センターへ

◇お譲りします
ひな人形、電子オルガン、いす、自
転車補助席、ダイニングテーブル・
いす、スクールコート、歩行器、ダ
ニ取り用カーペット（犬用）、うさ
ぎ飼育かご、ベビーベッド、ベビー
サークル、レンジラック、電動ラッ
ク、ダイニングテーブル用いす、バー
ベル、長机、半切用額
◇希望します
ノートパソコン、ベビーカー（双子
用、A・B型）、家庭用もちつき機、
子ども用自転車（１２・１４インチ）、
ソファベッド、電子レンジ、グラン
ドピアノ、二段・三段ベッド、パソ
コン一式、デジタルカメラ、石油フ 
ァンヒーター、テーブル、ダブルベ 
ッド、冷蔵庫、エアロバイク、ピア
ノ、ベビーフェンス、夏用セーラー
服、自転車、パソコン用机・いす、
テレビ、プリントごっこ、ソファー、
ビデオデッキ、ダイニングテーブル、
ミシン、メトロノーム、ＣＤラジカ
セ、ＭＤコンポ、男子中学生学生服、
キャリアアンドテーブルチェア、三
輪車、幼児用自転車、ベビーチェア、
ベビークーハン、オーブン、ベビー
シート、学習机、カラーボックス、
ベビーモニター、ギター、キーボ－
ド

【小学５・６年生】
○と　き　事前研修＝７月２９日午前
　１０時～正午、体験学習＝８月４日
　～２２日の間で２・３日間、学習の
　まとめ＝８月２５日午後２時～４時

　実態と分教場の子どもたち
○講　師　市教育研究所教育史編集
　員　大谷之彦さん
○定　員　７０人（先着順）
○受講料　無料
○申込方法　電話で担当へ
担当　　　　　　　　　教育研究所

1０４６（２５６）１９３９ 5０４６（２５９）２１６３

○定　員　２０人
【中学・高校生】
○と　き　事前研修＝７月２８日午後
　２時～４時、体験学習＝７月２９日～
　８月２２日の間で２・３日間、学習の
　まとめ＝８月２５日午前１０時～正午
【共通事項】
○ところ　事前研修、学習のまとめ
　は総合福祉センター
○参加費　無料（体験学習時の昼食
　は各自で用意）
○申込方法　担当および市内各学校、
　コミュニティセンター、市公民館
　に備え付けの申し込み用紙に必要
　事項を記入の上、７月６日午前１０
　時～午後４時と７日、８日午後４
　時～６時に本人が直接担当へ
担当　市社会福祉協議会ボランティ
　　　アセンター

1０４６（２６６）２００２ 5０４６（２６６）２００９

上、７月１７日までに〒２２８－００１３市内
栗原２４８７県立栗原高校コミュニティ
スクールあて郵送▽問い合わせ先＝
同校1０４６（２５３）２９２０
○第６回ZAMA 燦  夏  祭 

さん か さい

▽とき＝①７月５日午後２時～７時
②６日午後１時～８時▽ところ＝①
市役所周辺②東中・ひばりが丘小学
校周辺▽内容＝よさこい鳴子踊りを
中心にしたマーチングバンドや和太
鼓演奏、パレードによる夏祭り▽連
絡先＝1０９０（１２１３）８８６２（坂口）
○瀬谷混声合唱団と座間市民混声合
　唱団によるジョイントコンサート
▽とき＝７月５日午後２時～３時３０
分▽ところ＝市民文化会館▽曲目＝
大きな古時計、マイウェイほか▽定
員＝先着１３０人▽入場料＝無料▽連絡
先＝1０４６（２５３）０２４８（西村）
○はなみずきの会華道体験教室
▽とき＝７月３日、１０月１７日（金）午
後２時～４時▽ところ＝東地区文化
センター▽内容＝初心者のための華
道教室▽参加費＝１０００円および材料
費▽問い合わせ先＝1０４６（２５２）８４９９
（相澤）
○東京電力から節電のお願い
　夏の電気使用量は、午前１１時から
午後５時の間にピークを迎えます。
使っていない機器の電源は、こまめ
に切るよう心掛けましょう。エアコ
ンなどの切り忘れにもご注意くださ
い。冷房機器の設定温度を高めるこ
とやカーテンを閉めて外気を遮断す
ることなどによっても、電気を節約
することができますので、ご協力を
お願いします。
▽問い合わせ先＝東京電力（株）相模
原支社相模原地域お客様サービスグ
ループ1０４２（７５９）３９４９
○統合失調症についての講演会
▽とき＝７月１９日午後１時１５分～３
時３０分▽ところ＝総合福祉センター
▽参加費＝無料▽定員＝２００人▽問い
合わせ先＝NPO法人精神保健福祉
会ゆうかり1０４６（２２１）０４４７



◆平成１５年（２００３年）７月１日発行
◆座間市企画部市民情報課編集
　〒２２８-８５６６　神奈川県座間市緑ヶ丘１-１-１
　1０４６（２５５）１１１１（代） 5０４６（２５５）３５５０
　URL：http://www.city.zama.kanagawa.jp/
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広報�

7.1
【座間市のお知らせ】

備　考定員
（座間市分）回数と　　きテーマ

       
１００人
（３０人）

  

８午前１０時３０分
　　　　～正午

毎週火曜日７月２２日～９月９日
女性をめぐる
美術史

１５０人
（４５人）

８
午後１時
　　～２時３０分

毎週水曜日７月２３日～９月１０日
乱世の文学
～古代から中世
へ～

１００人
（３０人）

８午前１０時
　　～１１時３０分

毎週金曜日
７月２５日～９月１９日
（８月１５日を除く）

体と栄養

１５０人
（４５人）

８
午後７時
　　～８時３０分

毎週水曜日７月３０日～９月１７日
民族問題を
考える

１００人
（３０人）

８
午後６時３０分
　　　　～８時

毎週火曜
　　　・金曜日

７月２２日～８月１９日
 (８月１５日を除く）

映像表現と英語
表現
ウォルト・ディ
ズニー映画を
中心に

備　考定員
（座間市分）回数と　　きテーマ

前年度と同じ
内容

１００人
（３０人）

８
午前１１時～　
　午後０時３０分

毎週水曜日
９月１７日～１１月１９日
（１０月２２、２９日は除く）

伝えるデザイン
を考える

１２０人
（３６人）

８
午後１時２０分～
　　　２時５０分

毎月第１・３木
曜日（１月のみ
第２・３木曜日）

１０月２日～１月１５日
エーゲ文明の
美術と考古学を
たどる

備　考定員
（座間市分）回数と　　きテーマ

前年度未受講
者を優先

１２０人
（３６人）

８
午後１時３０分
　　　　～３時

毎週水曜日９月３日～１０月２２日
暮らしに役立つ
医療の知識

前年度未受講
者を優先

１２０人
（３６人）

８
午後１時３０分
　　　　～３時

毎週木曜日９月４日～１０月２３日
身の回りの
環境と健康

備　考定員
（座間市分）回数と　　きテーマ

Windowsの
標準的な操作・
MS-IMEによ
る日本語入力
および数値入
力が円滑にで
きる方

２０人
（６人）

４午前９時～正午水曜～土曜日７月３０日～８月２日
表計算ソフト
「Excel２００２」
応用

キーボードの
タイピングが
できる方

２０人
（６人）

２
午前９時～
　　　午後４時

月曜・火曜日８月４日、５日
コンピュータ
グラフィックス
で宇宙を描こう

GUI でのOS
操作とキーボ
ードタイピン
グのできる方

２５人
（７人）

５午後１時～４時月曜～金曜日８月４日～８月８日C言語入門

PCの基本操
作と、日本語
入力やファイ
ルの保存など
ができる方

２５人
（７人）

４午前９時～正午月曜～木曜日７月２８日～７月３１日

「PowerPoint
２００２」を使用し
たプレゼンテー
ション技法

○と　き　７月２０日（日）午後２時～４時
○ところ　グリーンホール相模大野大ホール
○講演テーマ 「生涯学習社会における『市民の学び』」

■女子美術大学コース
　 相模原市麻溝台１９００

■北里大学コース
　 相模原市北里１－１５－１

■総合電子専門学校コース
　 相模原市上鶴間２８５０－１

市市 民民 大大 学学 合合 同同 開開 講講 式式

〇と　き　７月９日（水）午後０時２０分～４０分
〇ところ　市役所１階市民サロン
〇曲　目　なつかしい土地の思い出より「メロディー」（チャイコ
　　　　　フスキー作曲）、 嘘 は罪（メイユー作曲）、私のお気に

うそ

　　　　　入り（ロジャース作曲）、タイスの 瞑想 曲（マスネ作曲）、
めいそう

　　　　　チャールダーシュ（モンティ作曲）
〇演奏者　ヴァイオリン　小林めぐみさん、ピアノ　渡辺敏生さん

織姫が奏でるヴァイオリンの響き ..

　

市
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で
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の
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力
で
、
今
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も
市
民
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を
開
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し
ま
す
。
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。
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。

○
と
き
・
内
容　

右
下
表
参
照

○
と
こ
ろ　

各
講
義
を
開
催
す

　

る
大
学
・
専
門
学
校

○
受
講
数　

各
コ
ー
ス
一
テ
ー

　

マ
、
計
四
テ
ー
マ
ま
で

○
対　

象　

十
五
歳
以
上
の
市

　

内
在
住
・
在
勤
者
（
学
生
を

　

除
く
）　

○
参
加
費　

無
料

○
定　

員　

右
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7月1日は「国民安全の日」
　
「
国
民
安
全
の
日
」は
、
国
民

一
人
一
人
が
日
常
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
面
に
お
い
て
、
行
動
や
施

設
の
安
全
な
ど
を
見
直
す
と
と

も
に
、
安
全
を
脅
か
す
災
害
や

事
故
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
も
、
七
月
一
日
（
お

お
む
ね
一
日
〜
七
日
）
を
中
心

と
し
て
、
公
園
や
学
校
施
設
な

ど
、
公
共
施
設
の
点
検
パ
ト
ロ 

ー
ル
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　

企
画
政
策
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
２
８
９

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

① コース名�
② クラス（テーマ）名�
 第１希望�
 第２希望（なければ記  
　 入不要）�
③ 氏名（ふりがな）�
④ 郵便番号・住所�
⑤ 電話番号�
⑥ 年齢・性別�
⑦ 市内在勤の場合は、勤  
　 務先の住所、名称、電話
　 番号�

【
は
が
き
記
入
例
】�

受　　験　　資　　格採用人数職　　　種

学校教育法による大学を卒業した人ま
たは平成１６年３月までに卒業見込みの
人および同程度の知識を有する人

昭和５３年４月２日
以降生まれ

４人程度

一般事務A

行 　
　

政　
　
 
職

学校教育法による短期大学を卒業した
人または平成１６年３月までに卒業見込
みの人および同程度の知識を有する人

昭和５５年４月２日
以降生まれ

一般事務B

学校教育法による高等学校を卒業した
人または平成１６年３月までに卒業見込
みの人および同程度の知識を有する人

昭和５７年４月２日
以降生まれ

一般事務C

保育士の資格を有する人または平成１６
年３月までに取得見込みの人

昭和５５年４月２日
以降生まれ５人程度保育士

栄養士の資格を有する人または平成１６
年３月までに取得見込みの人

昭和２８年４月２日
以降生まれ１人程度栄養士

普通自動車運転免許（オートマチック車
限定免許は除く）を有する人

昭和２８年４月２日
以降生まれ１人程度自動車運転手兼衛生作

業員（し尿収集等業務）
技 
能 
労 
務 
職

昭和２８年４月２日以降生まれ４人程度（学校）給食調理員

学校教育法による高等学校を卒業また
は平成１６年３月までに卒業見込みの人
および同程度の知識を有する人

昭和５７年４月２日
以降生まれ４人程度消　防　職

【受験案内・申込書の配布】
　○と　き　７月１日（火）～９日（水）
　　午前８時３０分～午後５時（土曜・日
　　曜日を除く。９日は午後３時まで）
　○ところ　市役所４階職員課
【申込書の受け付け】
　○と　き　７月７日（月）～９日（水）
　　午前９時～正午、午後１時～４時
　○ところ　市役所４階第１会議室
　※事前面談を実施しますので、受験
　する本人が直接持参してください。

【第１次試験】
≪行政職（一般事務Ｃを除く）≫
　○と　き　７月２７日（日）
　○ところ　座間中学校（予定）
≪一般事務Ｃ、技能労務職、消防職≫
　○と　き　９月２１日（日）
　○ところ　市役所会議室（予定）

担当　　　　　　　　　　 職員課
1０４６（２５２）７９１１ 5０４６（２５２）７４９２

応募の受け付けは７月７日（月）～９日（水）

平成１６年４月採用市職員募集

■相模女子大学コース
　 相模原市文京２－１－１

生涯学習で�
　自分づくり�
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